









伝 播 し た 意 匠
古代中国系文化圏にみ られるDesignの変貌について(概説)
高 田 克 己
序
意匠(Design)は生活の現実的契機において為 されるもの で ある。古代中
国に根をもった意匠の法則を、文化伝播の経緯か らみれば、後進(古 代日本)







をもち、度を刻んだ矩(尺)で あ り、偶数を当てて陰の位 とした。その円 と、
方 と、直角三角形 を組合せ、それに数理的な関係を加えた構成法で基本形をか





な く無限な自由さはな く、自ら限界があった。それは 「礼」の社会にのみ通用
することであった。 「礼」の本質は 「天」の命に応え、 「天地」の淙則にした
が って、人は行為すべ きだ としたところに出ている。 「天」に応 じて 「地」は
運行 し、自然は成育す るのであって、そこには 「象」 があるとした。 そして
「天地」 には神格が あることを認めていた。② 自然 の現象や物象にある秩序は
「天」の示教であって、 「造物」の真理 も同時にここに発するものだとしてい
る。したがって 「規矩」bzよつて整 えられたあらゆる形態には、 「礼」の本体











遡 って円と方の単純な幾何学的形態 をもって象徴 としたことは、一体何処に
因を求めた らよいのであろうか。一般的には具象的な自然のイメージか ら発展
したとするのが常道 と考えられている。がん らい上代中国の哲学的思考の過程
で、つねに引例され るところには、必ず人間の感覚 に訴えられる現象があげ ら























幾何学的図形で表現できることも知 られてくる。 そして角度や円周の 分割法
や、それの数量的な配分について、図画用具(規 と矩)に よれば、正確 にあら
わしうることも気づいたのである。やがて目的図形 を画 くまでの描線の軌跡な
どを加えて文様とし、あるいはそのまま抽象的表現とした。さらに直角三角形




達の端緒にもなってい る。(7)他方に陰陽説や易法か ら、 「象数」(8)をつ くっ た
が、 これらは東洋文化(中 国系)圏 にとっては、後々まで生活面で とくに迷信
的位置を占めていて、特殊な文化的潜在態をなしたのである。
このような 「礼」の制度の造形システムは、「規矩」による意匠(Design)


















「天地」の法則 を至上においた観念的な統一思想は、 「礼」の世界 を理想 と
するために、音舞や造形による環境か らする感情の具体的統一にまで、それを




得 よう。 しか し、 それは あ くま
で も 「礼」の理 想統一社会 にの
み通 じる ものであ って、 自然感
情の変化 とと もに、やがて壊れ











古代 日本では、すでに史前に大陸か らの影響があったこ とは 周知 されてい
る。呪術的原始宗教を背景 として、政治的主権を握 っていた統治者達には、た
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様である。(第 四 ・五図参照)い ま伝来 した経路は、 とにか くとして、入手 さ










については、 「規矩」の法か らすれば、 「礼」 的な実質を具えたもの で は な
い,けだ し護符 として祈 りをこめた一種の指標(Sign)としてならば必要な も
のであって、古代中国の 「礼」の社会における価値 とは、何等比べる必要はな










古代日本民族は、その現実態か ら、中国系.(先進)文 化の実質形態 を受容 し
ようとしたが、未だ可能の態勢ではなく、ただ護符のSignとして、象徴的図
様の印象だけを強 く感受 していたに過 ぎないのである。それは言い換えれば、
客観化された抽象形態を媒介にして、文化吸収の意慾をもった民族に、初 期文
化の伝播がはじまった様態をあらわしているもの である。 もと もと企画する
「規矩」の意匠には、数術を必要 とするが、単に規(コ ンパス)を用いること





れは一般的にい って、抽象形態 は客観化 されて共 感 をよぶ性質 の もので あるこ
とを意味 してい る。(19)
ここにおいて、低 度の文 化 を もっていた古代 日本 のシヤーマニズム的社会 を
現実的契機 にして、一種 の指標(Sign)か、乃至は、 それな りの象徴(Syml:ol)
として、 たやす く受 け入れた ことが了解 で きるのであ る。 それは形式的要素 と
しての抽象形態が、異民族間に あつて も容易 に融合 の可能性 を もつ ことを示 し
ている。言 うまで もないが人種的に特有 の感受性 があ るとす るな らば、受容条
件 はちが って くるであろ うか ら、一概に原始 民族 一般 に同様の可能性 を認 め よ
うとす ることはで きな小。 しか しなが らことでは、古代 日本民族の性 格が先進
文 化の摂取 に敏感 で、模倣 に長 じ、 さ らに独 自の創造作用 を加 えたとす ること
の証 左にはな るであろ う。
われわれは、古代 中国系文化 圏において意匠の伝播の様相が、以上の よ うな
経過 をたど りなが ら、現実 的生活 を契機 に して変貌す るものであることを見て
きたの であ る。
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